
福島県立福島高等学校卒業
平成25年 福島県立医科大学医学部卒業
臨床専門分野
１）フットケア
研究分野
１）接触皮膚炎の病態解明

助教  猪狩　翔平

福島県立福島高等学校卒業
平成25年 福島県立医科大学医学部卒業
臨床専門分野
１）脱毛症
２）乾癬
研究分野
１）好酸球性筋膜炎の病態解明
２）創傷治癒

助教  伊藤　　崇

桐朋高等学校（東京都）卒業
平成23年 福島県立医科大学医学部卒業
日本皮膚科学会認定皮膚科専門医
臨床専門分野
１）皮膚病理
研究分野
１）創傷治癒

助教  石川　真郷

桐朋高等学校（東京都）卒業
昭和63年 東京医科歯科大学医学部卒業
臨床専門分野
日本皮膚科学会認定皮膚科専門医
１）膠原病（とくに強皮症）
２）乾癬、掌蹠膿疱症
研究分野　
１）皮膚硬化の発症機構の解析
２）自己免疫疾患の病態

部長（教授）　　 
山本　俊幸

1）日本皮膚科学会  代議員
2）日本研究皮膚科学会  評議員
3）日独皮膚科学会  評議員
4）日本乾癬学会  評議員
5）日本臨床皮膚科学会
6）日本皮膚悪性腫瘍学会  評議員

学会活動

皮膚科

東京都立九段高等学校卒業
平成 4 年 福島県立医科大学医学部卒業
日本皮膚科学会認定皮膚科専門医
日本皮膚科学会認定皮膚悪性腫瘍指導専門医
臨床専門分野
１）皮膚悪性腫瘍の治療（手術、化学療法）
２）皮膚リンパ腫の治療
３）熱傷
研究分野
１）皮膚悪性腫瘍の臨床病態

1）アレルギー性膚疾患、乾癬、膠原病、血管炎の診断・治療
2）悪性黒色腫など皮膚悪性腫瘍の治療、レーザー治療
3）炎症性皮膚疾患、皮膚悪性腫瘍、遺伝性皮膚疾患を対象とする臨床研究・基礎研究

診療科（講座）紹介 URL http://www.fmu.ac.jp/home/dermatol/index.html

指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介

副部長（准教授）   

大塚　幹夫

福島県立相馬高等学校卒業
平成13年 福島県立医科大学医学部卒業
日本皮膚科学会認定皮膚科専門医
臨床専門分野
１）食物アレルギー
２）接触皮膚炎
研究分野　
１）皮膚免疫アレルギー
２）皮膚悪性腫瘍の病態解明

講師  花見　由華

福島県立安積高等学校卒業
平成16年 岩手医科大学医学部卒業
歯科医師免許
日本皮膚科学会認定皮膚科専門医
臨床専門分野
１）皮膚腫瘍
研究分野　
１）皮膚悪性腫瘍
２）壊疽性膿皮症

助手  菊池　信之

福島県立福島女子高等学校卒業
平成21年 福島県立医科大学医学部卒業
日本皮膚科学会認定皮膚科専門医
臨床専門分野
１）血管炎
研究分野
１）皮膚血管炎の診断と治療
２）掌蹠膿疱症

助手  平岩　朋子

福島県立福島高等学校卒業
平成22年 福島県立医科大学卒業
日本皮膚科学会認定皮膚科専門医
臨床専門分野
１）強皮症
研究分野
１）全身性強皮症の病態解明

助教  森　　龍彦
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後期研修専門医養成プログラム

大学院・留学について

後期研修協力病院

指導医からのメッセージ指導医からのメッセージ
　皮膚科で扱う疾患は炎症性疾患、感染症、腫
瘍、遺伝性疾患、外傷など多岐にわたります。こ
れらの疾患についての専門的知識を取得し、十分
な診療経験を積み、皮膚科専門医を取得すること
を目的としています。同時に、基本的な臨床力が
身につくこと、皮膚科の基本だけでなく皮膚科サ
ブスペシャリティを広く経験できることも大切に
しています。
　診断から治療まで自分達で一貫して行っている
ので、子供から高齢者まで、いろいろな患者さん
を最初から最後まで診ることができます。また、
臨床だけでなく研究活動も盛んで、多くのサブス
ペシャリティ―もあるため、何に興味があるのか
いま分からなくても、自分にあった領域が見つか
ります。
　優秀な皮膚科医を育てることは教室の重要な役
割の１つで、充実した教育環境を提供できるよう
日々努力しています。ぜひ、私たちと一緒に勉強
しませんか。意欲ある先生と一緒に仕事ができる
ことを心待ちにしています。

　研究も臨床も両方しっかりやりたい方には大学院入学を
勧めています。当教室では臨床をしながら、研究日や臨床
の空いた時間に研究を行うことで、専門医取得と学位取得
を同時に目指すことができます。この仕組みにより専門医
と学位の両方を取得するまでの期間を短縮できます。
　我々の教室では研究テーマを1つに絞らずに、各々の教室
員が興味あるテーマを自由に選び、臨床と研究とをあまり
分けずに、入りやすいところから始められるようにしてい
ます。現在は、強皮症と乾癬の研究を中心に皮膚悪性腫
瘍、皮膚アレルギーなどの研究に取り組んでいます。基礎
医学系の教室へ勉強に行くことも可能です。

専門医受験資格のために必要とされる技能・手技目標
以下の要件を満たすことが必要です。
（ 1）5年間以上の研修期間を満たす。
（ 2 ）1 つの研修基幹施設と 1 つ以上の研修連携施設での

修得すべき手技や手術経験目標

1 年 時
（卒後3年）

2 年 時
（卒後4年）

3 年 時
（卒後5年）

4・5年時
（卒後6年）

・皮膚所見のとり方、治療の選択方法などを学ぶ。
・病棟入院患者の診察、処置の基本について学ぶ。
・ステロイド療法の適応・使用法・副作用に習熟する。
・皮膚病理の基本所見、common diseases の病理

組織に習熟する。
・術前・術後の全身管理、術後疼痛管理を学ぶ。
・皮膚外科の基本を学ぶ。
・皮膚科の基本検査（真菌検査、パッチテスト等）に

ついて理解する。

・上級医の指導を受けながら、外来診療を実践できる。
・入院患者の診療に担当医として主体的に携わる。
・熱傷患者の状態を把握し、病態に応じた適切な対処

ができる。
・細菌感染、薬疹などの急性疾患の診断と初期対応が

適切にできる。
・終末期患者を受け持ち、ターミナルケアの基本知識

を学び実践する。

・指導医のもと、デブリードメンド、減張切開を実際
に行う。

・レーザー治療の適応、操作法、注意点について学ぶ。
・蛍光抗体法の原理・手技を理解し、実施できる。
・紫外線療法、冷凍凝固法を安全・確実に実行できる。

・皮膚科全般について専門医にふさわしい幅広い知識
を備える。

・外来および入院患者の主治医として適切な医療を実
践できる。

・適切な手術計画を立案し、指導医とともに実践できる。
・皮膚科全般における検査手技・治療手技を安全かつ

確実に実行できる。

関連病院名 所在地 指導者名

元木　良和

鈴木　重行

岸本　和裕

佐藤　正隆

部　　　長

部　　　長

部　　　長

副　部　長

福島赤十字病院

福島県立医科大学
会津医療センター

竹田綜合病院

白河厚生総合病院

福 島 市

会津若松市

会津若松市

白 河 市

職　名

1

2

3

4

研修を行う。
（ 3 ）「研修の記録」の形成的評価票、年次総合評価票が

埋められ、指導医の確認を受けている。
（ 4）15症例の経験症例（入院・外来）レポートを作成。
（ 5）10例の手術症例レポートを作成。
（ 6）医療安全、感染対策、医療倫理の必修項目を受講。
（ 7 ）日本皮膚科学会主催講習会、学会発表、論文発表単

位により、前実績単位60単位を取得。

※詳細は日本皮膚科学会のホームページをご参照ください。
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